
皮膚疾患

アトピー 
(アトピー性皮膚炎）

報告されているペットにおける有病率は、少なくとも部分的には、調査した集団、診断方法、地理的条件（環境中に存在
するアレルゲンの種類やレベルの違い）などが異なるため、様々です。4 大学の専門クリニックに皮膚症状を訴えて受診し
た猫のうち、アトピーの有病率は 12.5 %と報告されました。5 他方、一般診療所において皮膚疾患で受診する猫の 1 % 
強がアトピーでした。6 犬では、有病率は 3～15 % と推定されています。4 

発症年齢は犬、猫ともに 3 歳未満が一般的です。2,7 アトピーは、環境アレルゲンによって季節的あるいは通年的に臨床
症状が現れる慢性疾患です（通常、急性増悪を伴います）。アトピーの犬や猫のうち、臨床的にかなりの割合で食物アレ
ルギーや不耐症も持っています。ペットのアトピー対策は、栄養面も含めた多角的なアプローチで行います。  

キーメッセージ

 アトピーのペットは、頻繁に痒みを伴います。犬では紅斑と二次皮膚感染、猫では粟粒性皮膚炎や好酸球性肉芽腫の
複合を発症することが多くなります。ペットは脱毛症、ひっかきによる表皮剥離、外耳炎（一部の犬では唯一の症状で
ある場合もる）を起こすことがあります。2,7  

 犬では、アトピーによる皮膚症状は食物アレルギーまたは不耐性によるものと同じように見えます。8-11 皮膚と胃腸の
症状がある犬は、アトピーというよりむしろ食物過敏症である可能性が高く、季節的な症状がある場合はアトピーであ
る可能性が高くなります。9,10 猫のアトピーは、食物アレルギーや不耐性、ノミアレルギーと臨床的に同じように見える
ことがあります2  

 アトピーの診断は除外診断になります。年間を通じて臨床症状を呈するペットは、食物アレルギーや不耐性を除外
するために除去食試験を受ける必要があります。2 ノミやその他の外部寄生虫に対する十分な予防が必要です。 

 ペットは複数の疾患に罹っている場合があります。5,7,12 アトピーと診断された犬と猫では、17 % 近くの犬と約 13 % 
の猫が食物アレルギーや不耐性を併発していました。5,12 除去食試験で部分的に反応が見られた場合、食物アレル
ギーまたは不耐性とアトピーが併発していることを示している可能性があります。

（次のページに続く)

治療のための栄養

犬のアトピー性皮膚炎、またはアトピーは、環境アレルゲンによって引き起
こされる、炎症性で痒みを伴う Ig-E 介在性の遺伝性皮膚疾患です。1 この
病気の複雑な原因は、経表皮水分喪失を引き起こす皮膚バリアの欠陥にも
あると考えられています。2 猫では、遺伝、IgE、皮膚バリアの欠陥がこの病
気に果たす役割は、あまり理解されていません。2,3



キーメッセージ（続き）

 アトピーを持つペットの多面的な管理の一環として、目的に合わせた栄養を使用することができます。  

 炭素数 18 のオメガ 6 脂肪酸であるリノール酸（LA）の食事量を増やすと、健康な犬の皮膚と毛の質が改善しまし
た。13,14 LA は皮膚のバリアをサポートし、経表皮水分損失を軽減する効果があるため、その補給はアトピーのペッ
トに有効である可能性があります。2 さらに、長鎖オメガ 3 脂肪酸であるエイコサペンタエン酸（EPA）およびドコサ
ヘキサエン酸（DHA）の補給は、アトピーの犬の掻痒感や皮膚病変を減らし、15-18 ある研究ではシクロスポリンの
節約効果が示されました。18 LA、ガンマリノレン酸（オメガ 6 系脂肪酸）、EPA、DHA の組み合わせは、アトピーを
持つ犬においてステロイド治療の必要性を減少させました。.19  

 ビタミン D またはビタミン E の補給は、アトピー性疾患の犬の CADESI （犬のアトピー性皮膚炎の程度と重症度指
数）スコアを低下させました。20 

 ビタミン D の効果は、免疫調整作用によるものと考えられています。20 ビタミン E は、アトピー犬の皮膚における
酸化ストレスの軽減を助けると場合があります。21 

 ある研究では、乳酸菌プロバイオティクスがアトピー犬の CADESI スコアとそう痒症を軽減したことが示されてお
り、免疫反応を緩和することによるものと思われています。22 腸-皮膚軸とプロバイオティクスの潜在的な影響につ
いては、さらなる研究が必要です。 

 アトピーと食物アレルギーまたは不耐性を併発するペットでは、食物アレルゲンを避けることが管理の重要な要素
です。アレルゲンの交差反応性により、イエダニに敏感な犬がコナダニに汚染されたペットフードを食べると、アトピ
ー/アレルギーの症状が悪化します。ペットフードの袋は、汚染の可能性を減らすため、密封して室内に保管する必
要があります。23

（次のページに続く)
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ER/CRCE

Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。


